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第113回
定時株主総会招集ご通知
開催日時：平成29年９月28日（木曜日）午前10時
開催場所：神奈川県茅ヶ崎市萩園2500番地

当社　Ｃ棟２階会議室
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証券コード　6728
平成29年９月７日

株 主 各 位
神奈川県茅ヶ崎市萩園2500番地
株 式 会 社 ア ル バ ッ ク
代表取締役
社　　　長 岩 下 節 生

第113回定時株主総会招集ご通知
拝啓　平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
　さて、当社第113回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご出
席くださいますようご通知申し上げます。
　なお、当日ご出席願えない場合は、書面またはインターネット等により議決
権を行使することができますので、お手数ながら後記の株主総会参考書類をご
検討くださいまして、後述のご案内に従って平成29年９月27日（水曜日）午後
５時までに議決権を行使してくださいますようお願い申し上げます。

敬　具
記

１．日 時 平成29年９月28日（木曜日）午前10時
２．場 所 神奈川県茅ヶ崎市萩園2500番地

当社　Ｃ棟２階会議室
（末尾の「株主総会会場略図」をご参照ください。）

３．会議の目的事項
報 告 事 項 １．第113期（自　平成28年７月１日　至　平成29年６月30日）事

業報告、連結計算書類ならびに会計監査人及び監査役会の連結計
算書類監査結果報告の件

２．第113期（自　平成28年７月１日　至　平成29年６月30日）計
算書類報告の件

決 議 事 項
第１号議案 剰余金の処分の件
第２号議案 取締役８名選任の件
第３号議案 監査役１名選任の件
第４号議案 補欠監査役１名選任の件

－ 1 －
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４．議決権の行使についてのご案内
（１）書面による議決権行使の場合

同封の議決権行使書用紙に賛否をご表示いただき、平成29年９月27日（水曜
日）午後５時までに到着するようご返送ください。なお、議案に対して賛否の
表示をされない場合は、賛成の意思表示をされたものとして取り扱わせていた
だきます。

（２）インターネット等による議決権行使の場合
インターネット等により議決権を行使される場合には、別添（52頁）の【イン
ターネット等による議決権行使のご案内】をご高覧の上、平成29年９月27日
（水曜日）午後５時までに行使してください。

（３）議決権行使書面とインターネット等により、二重に議決権を行使された場合
は、インターネット等によるものを有効な議決権行使としてお取扱いいたしま
す。また、インターネット等によって複数回数議決権を行使された場合は、最
後に行われたものを有効な議決権行使としてお取扱いいたします。

以　上

◎開場時刻は、午前９時とさせていただきます。
◎当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出ください

ますようお願い申し上げます。
◎本招集ご通知に際して提供すべき書類のうち、「連結計算書類の連結注記表」及び「計

算書類の個別注記表」につきましては、法令及び当社定款第16条の規定に基づき、イン
ターネット上の当社ウェブサイト（https://www.ulvac.co.jp/）に掲載しておりますの
で、本招集ご通知提供書面には記載いたしておりません。従いまして、本招集ご通知提
供書面は、監査報告を作成するに際し、監査役及び会計監査人が監査をした対象の一部
であります。

◎株主総会参考書類ならびに事業報告、連結計算書類及び計算書類に修正をすべき事情が
生 じ た 場 合 は 、 修 正 後 の 事 項 を イ ン タ ー ネ ッ ト 上 の 当 社 ウ ェ ブ サ イ ト
（https://www.ulvac.co.jp/）に掲載させていただきます。

－ 2 －
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（提供書面）

事 業 報 告
(自　平成28年 ７ 月 1 日

至　平成29年 ６ 月30日)
１．企業集団の現況

⑴　当事業年度の事業の状況
①　事業の経過及び成果

当連結会計年度におけるわが国経済は、設備投資や個人消費、輸出が持ち直し、緩やかな回復基
調が続いてまいりました。米国では、設備投資や住宅投資の増加などにより景気の回復が続いてま
いりました。欧州では、消費が増加し、機械設備投資に持ち直しの動きが見られるなど、景気は緩
やかに回復してまいりました。中国では、各種政策効果もあり、景気に持ち直しの動きが見られま
した。

当社グループを取り巻くエレクトロニクス市場においては、スマートフォン販売台数の伸びの低
下は見られるものの、モバイル機器などの高機能化・薄型化に向けた動きは継続し、半導体や電子
部品の需要は概ね堅調に推移しました。フラットパネルディスプレイ（ＦＰＤ）製造装置の設備投
資も、モバイル端末向け有機EL製造装置やテレビ向け大型液晶ディスプレイ製造装置が、引き続き
活発な動きを示しております。

その結果、当連結会計年度につきましては、受注高は、2,354億60百万円と前期に比べて118億
52百万円（5.3％）増加し、売上高につきましては、2,318億31百万円と前期に比べて393億94百
万円（20.5％）増加いたしました。損益につきましては、営業利益は294億68百万円と前期に比べ
て116億５百万円（65.0％）増、経常利益は297億16百万円と前期に比べて113億43百万円
（61.7％）増となり、親会社株主に帰属する当期純利益は244億69百万円と前期に比べて77億71
百万円（46.5％）増となりました。

－ 3 －

(1)当事業年度の事業の状況
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　企業集団の事業セグメント別状況は次のとおりであります。

企業集団の事業セグメント別状況 （単位：百万円）

事業セグメント
当期受注高 当期売上高 期末受注残高

前期比
（％）

前期比
（％）

前期比
（％）

真 空 機 器 事 業 205,142 107.2 200,601 125.0 101,145 106.0

真 空 応 用 事 業 30,318 93.9 31,230 97.6 5,164 88.2

合 　 　 計 235,460 105.3 231,831 120.5 106,309 105.0

主な品目別売上高実績 （単位：百万円）

品　　　　目
当期売上高

割合（％）
ＦＰＤ及びＰＶ製造装置 110,882 47.8
半導体及び電子部品製造装置 36,422 15.7
コンポーネント 31,814 13.7
一般産業用装置 21,483 9.3
材料 14,560 6.3
その他 16,670 7.2

計 231,831 100.0

－ 4 －

(1)当事業年度の事業の状況
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（真空機器事業）
真空機器事業を品目別に見ますと下記のとおりです。

（ＦＰＤ及びＰＶ製造装置）
ＦＰＤ製造装置の受注高は、中小型液晶ディスプレイ製造装置が減少したものの、有機EL製造装

置やテレビ向け大型液晶ディスプレイ製造装置が高水準で推移し、前期を上回りました。売上高は、
有機EL製造装置に加えてテレビ向け大型液晶ディスプレイ製造装置が増加し、前期を大幅に上回り
ました。

（半導体及び電子部品製造装置）
半導体関連は、メモリ向け投資の拡大に伴い、スパッタリング装置や自然酸化膜除去装置が増加

し、電子部品関連は、モバイル機器向け高機能デバイス製造装置などが堅調に推移し、前期を上回
る受注高、売上高となりました。

（コンポーネント）
ＦＰＤ、半導体、電子部品業界や自動車関連向けを中心に受注高、売上高ともに前期を上回りま

した。特に売上高は、有機EL製造装置に搭載するクライオポンプが大きく寄与しました。
（一般産業用装置）

自動車部品製造用真空熱処理炉などを中心に受注高、売上高ともに前期を上回りました。

その結果、真空機器事業の受注高は2,051億42百万円、受注残高は1,011億45百万円となりまし
た。また、損益面では、売上高は2,006億１百万円、営業利益は268億46百万円となりました。

（真空応用事業）
真空応用事業を品目別に見ますと下記のとおりです。

（材料）
主に液晶ディスプレイ用スパッタリングターゲットを中心に受注高、売上高を計上いたしました

が、価格競争の激化の影響を受け、ともに前期を下回りました。

－ 5 －

(1)当事業年度の事業の状況
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（その他）
マスクブランクス関連は、高精細、高機能ディスプレイパネルや車載及び産業用半導体需要の増

加を受け、概ね堅調に推移いたしました。一方、分析機器関連は、受注高、売上高とも、全般的に
低調な結果となりました。

その結果、真空応用事業の受注高は303億18百万円、受注残高は51億64百万円となりました。ま
た、損益面では、売上高は312億30百万円、営業利益は26億円となりました。

なお、上記金額には消費税等は含まれておりません。

②　設備投資の状況
当連結会計年度における設備投資の総額は、83億２百万円であります。主に半導体及び電子部品

製造装置、ＦＰＤ及びＰＶ製造装置それぞれの事業において、評価用機械装置や研究開発用機械装
置等の設備投資を実施いたしました。

③　資金調達の状況
当連結会計年度は、新株式の発行等による資金調達は行っておりません。
当社グループの当連結会計年度末の借入金の総額は、427億27百万円となっております。

④　事業の譲渡、吸収分割または新設分割の状況
該当事項はありません。

⑤　他の会社の事業の譲受けの状況
該当事項はありません。

⑥　吸収合併または吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継の状況
該当事項はありません。

⑦　他の会社の株式その他の持分または新株予約権等の取得または処分の状況
該当事項はありません。

－ 6 －

(1)当事業年度の事業の状況
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⑵　直前３事業年度の財産及び損益の状況

区　　　分
平成25年度
（第110期）

(自平成25年 7 月 1 日
至平成26年 6 月30日 )

平成26年度
（第111期）

(自平成26年 7 月 1 日
至平成27年 6 月30日 )

平成27年度
（第112期）

(自平成27年 7 月 1 日
至平成28年 6 月30日 )

平成28年度
(当連結会計年度)

（第113期）
(自平成28年 7 月 1 日

至平成29年 6 月30日 )
売 上 高(百万円) 173,878 179,174 192,437 231,831

経 常 利 益(百万円) 13,384 12,475 18,373 29,716

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益　(百万円) 11,538 8,874 16,698 24,469

１株当たり当期純利益(円) 223.18 172.73 338.37 496.35

総 資 産(百万円) 230,791 242,348 219,561 245,306

純 資 産(百万円) 72,238 84,928 78,032 104,917

１ 株 当 た り 純 資 産 額(円) 1,040.23 1,398.66 1,477.29 2,002.90

（注）１株当たり当期純利益は、期中の平均発行済株式総数により算出しております。なお、発行済株式
総数から自己株式数を控除して算出しております。

－ 7 －

(2)直前３事業年度の財産及び損益の状況
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⑶　重要な子会社等の状況
①　重要な子会社の状況

名　　　　　称 資本金 議決権比率 主 要 な 事 業 内 容
ア ル バ ッ ク テ ク ノ 株 式 会 社 百万円

125
％

100.0
真空機器装置・部品・消耗材料の販売・
カスタマーズサポート

ア ル バ ッ ク 九 州 株 式 会 社 百万円
490

％
100.0

真空装置・真空ポンプ・真空バルブ・ス
パッタリングターゲット材料などの受
託製造

ア ル バ ッ ク 東 北 株 式 会 社 百万円
498

％
100.0

真空装置・スパッタリングターゲット材
料などの受託製造

ア ル バ ッ ク 機 工 株 式 会 社 百万円
280

％
100.0 小型真空ポンプの製造・販売

ア ル バ ッ ク 販 売 株 式 会 社 百万円
90

％
※100.0 真空機器装置の販売

ＵＬＶＡＣ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ，Ｉｎｃ． 千US＄
17,580

％
100.0

北米地域における真空機器装置の製造・
販売・カスタマーズサポート

ＵＬＶＡＣ ＴＡIＷＡＮ ＩＮＣ． 千NT＄
498,000

％
 ※100.0

台湾における真空機器装置の製造・販
売・カスタマーズサポート

ＵＬＶＡＣ ＫＯＲＥＡ，Ｌｔｄ． 百万WON
8,144

％
※100.0

韓国における真空機器装置の製造・販
売・カスタマーズサポート

寧 波 愛 発 科 真 空 技 術 有 限 公 司 千RMB
112,280

％
※  90.3 中国における真空ポンプの製造・販売

ア ル バ ッ ク ・ フ ァ イ 株 式 会 社 百万円
100

％
100.0 表面解析装置の製造・販売

ア ル バ ッ ク ・ ク ラ イ オ 株 式 会 社 百万円
50

％
50.0 クライオポンプの製造・販売

ＵＬＶＡＣ ＳＩＮＧＡＰＯＲＥ ＰＴＥ ＬＴＤ 千SG＄
8,300

％
※  92.8

東南アジアにおける真空機器装置・コン
ポーネントの販売・カスタマーズサポー
ト

愛 発 科 真 空 技 術(蘇 州)有 限 公 司 千RMB
246,521

％
※100.0

中国における真空機器装置・コンポーネ
ントの製造・販売

愛 発 科 東 方 真 空(成 都)有 限 公 司  千RMB
85,009

％
※  74.7

中国における真空機器装置・コンポーネ
ントの製造・販売

愛発科自動化科技(上海)有限公司  千RMB
 25,817

％
※  57.5

中国における制御盤・自動制御駆動装置
の製造・販売

愛 発 科 天 馬 電 機(靖 江)有 限 公 司 千RMB
24,830

％
※  60.0

中国における真空ポンプ用部品の製造・
販売

－ 8 －

(3)重要な子会社等の状況
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名　　　　　称 資本金 議決権比率 主 要 な 事 業 内 容
愛 発 科 中 北 真 空(沈 陽)有 限 公 司 千RMB

109,710
％

※100.0
中国における真空機器装置の製造・販
売・カスタマーズサポート

Ｐｈｙｓｉｃａｌ Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ ＵＳＡ，Ｉｎｃ． US$
1,000

 ％
※100.0 欧米における表面解析装置の販売

ＵＬＶＡＣ ＭＡＬＡＹＳＩＡ ＳＤＮ．ＢＨＤ． 千RM
25,000

％
※  96.0

東南アジアにおけるカスタマーズサポ
ート、洗浄・ターゲットボンディングな
どのサービス

愛 発 科 ( 中 国 ) 投 資 有 限 公 司 千RMB
573,000

％
100.0

中国における投資及び中国事業の管理
統括業務

タ イ ゴ ー ル ド 株 式 会 社 百万円
99

％
89.3

複合皮膜の成膜及びこれに関する材料
及び技術の開発・販売

Ｕｌｖａｃ Ｋｏｒｅａ Ｐｒｅｃｉｓｉｏｎ，Ｌｔｄ． 百万WON
10,090

％
※100.0

韓国における大型基板真空装置用部品
及びその他真空装置用部品の製造

Ｐｕｒｅ Ｓｕｒｆａｃｅ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ，Ｌｔｄ． 百万WON
12,204

％
※100.0

韓国における成膜装置用部品の表面処
理業務

ＵＬＶＡＣ ＣＲＹＯＧＥＮＩＣＳ ＫＯＲＥＡ
ＩＮＣＯＲＰＯＲＡＴＥＤ

百万WON
6,145

％
※  50.0

韓国におけるクライオポンプの製造・販
売

ＵＬＴＲＡ ＣＬＥＡＮ ＰＲＥＣＩＳＩＯＮ
ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＩＥＳ ＣＯＲＰ．

千NT$
341,000

％
※100.0

台湾における真空装置ユニット及び部
品の製造・洗浄・表面処理・カスタマー
ズサポート

ア ル バ ッ ク 成 膜 株 式 会 社 百万円
100

％
65.0

半導体用マスクブランクス・液晶ディス
プレイ用ブラックマトリックスの製造・
加工・販売

ＵＬＣＯＡＴ ＴＡＩＷＡＮ，Ｉｎｃ． 千NT$
512,000

％
※  65.0

台湾における液晶ディスプレイ用ブラ
ックマトリックス・大型マスクブランク
スの製造・加工・販売

愛 発 科 商 貿 ( 上 海 ) 有 限 公 司 千RMB
15,940

％
※100.0

中国における当社グループ製品の販売・
カスタマーズサポート

愛発科真空設備（上海）有限公司 千RMB
5,000

％
※100.0 中国における真空機器装置の部品販売

ＵＬＶＡＣ Ｍａｔｅｒｉａｌｓ Ｋｏｒｅａ，Ｌｔｄ． 百万WON
6,800

％
※100.0

韓国におけるスパッタリングターゲッ
ト材料のボンディングサービス

愛 発 科 電 子 材 料(蘇 州)有 限 公 司 千RMB
165,251

％
※100.0

中国におけるスパッタリングターゲッ
ト材料の開発・生産・販売・カスタマー
ズサポート

愛発科豪威光電薄膜科技(深圳)有限公司 千RMB
60,000

％
※  95.0

中国におけるタッチパネル等の光学膜
生産、真空機器装置の製造・販売

（注）※は間接所有による議決権比率を含んでおります。

－ 9 －

(3)重要な子会社等の状況



招
集
ご
通
知

事
業
報
告

連
結
計
算
書
類
等

監
査
報
告
書

株
主
総
会
参
考
書
類

2017/08/29 17:25:35 / 17313869_株式会社アルバック_招集通知（Ｃ）

②　重要な関連会社の状況
名　　　　　称 資本金 議決権比率 主 要 な 事 業 内 容

株 式 会 社 昭 和 真 空 百万円
2,177

％
21.6

水晶振動子用・光学用真空装置の製造・
販売

日 本 リ ラ イ ア ン ス 株 式 会 社 百万円
300

％
20.0 産業機械用駆動装置の製造・販売

ＵＬＶＡＣ ＡＵＴＯＭＡＴＩＯＮ ＴＡＩＷＡＮ Ｉｎｃ． 千NT$
80,000

％
40.0

台湾における制御盤及び自動制御駆動
装置の製造・販売

③　企業結合の成果
　連結対象子会社は、前記の重要な子会社32社、持分法適用会社は、前記の重要な関連会社３社で
あります。当連結会計年度の売上高は2,318億31百万円（前期比393億94百万円増）、経常利益は
297億16百万円（前期比113億43百万円増）、親会社株主に帰属する当期純利益は244億69百万円
（前期比77億71百万円増）となりました。

－ 10 －

(3)重要な子会社等の状況
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⑷　対処すべき課題
平成32年６月期までの３ヶ年中期経営計画実現に向け、真空技術の総合利用と装置・材料・成膜

加工・分析・サービスのシナジー効果の最大化やグローバルなビジネスパートナーとの連携による
高い収益性の企業経営及び次の飛躍のための人づくり、果敢に挑戦する企業文化構築を推進してま
いります。

具体的な取り組みについては次のとおりとなります。
 (1)経営基盤の強化
①人財の育成 【事業推進力アップ】
・次世代経営幹部の育成
・グローバルな人財登用・育成
②グループ連携の深化【ものづくり力アップ】
・グローバルな開発・調達・生産体制の強化とコストダウン
・研究開発投資（※）の拡大（３年間で500億円程度）
　（※）研究開発用設備投資額＋研究開発費
・グローバル市場・技術戦略の加速
③情報基盤の整備【状況判断力アップ】
・ITの活用による情報収集・管理の効率向上
④財務体質の強化【成長投資力アップ】
・自己資本比率改善等の財務体質の更なる強化
(2)重点戦略
①成長事業の推進
・FPD事業の盤石化
・半導体・電子機器事業の強化
・グローバル展開による事業成長の推進
②価値創造力の向上
・マーケティング強化と独創的な技術・商品開発
・グローバルな調達・生産体制強化とコストダウン

　上記の取り組みを推進することにより、平成32年6月期に売上高2,500億円、営業利益350億円、
営業利益率14%達成を目指しております。

－ 11 －

(4)対処すべき課題
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⑸　主要な事業内容（平成29年６月30日現在）
事　業　区　分 主　　要　　製　　品

真 空 機 器 事 業

ＦＰＤ及びＰＶ製造装置
スパッタリング装置、プラズマＣＶＤ装置、有機ＥＬ
製造装置、真空蒸着装置、エッチング装置、太陽電池
製造装置、巻取式蒸着装置、巻取式スパッタリング装
置他

半導体及び電子部品製造
装置

スパッタリング装置、真空蒸着装置、エッチング装置、
イオン注入装置、レジストストリッピング装置、各種
ＣＶＤ装置、ウェーハ前処理（自然酸化膜除去等）装
置、超高真空装置

コ ン ポ ー ネ ン ト

真空ポンプ（ドライポンプ、油回転ポンプ、メカニカ
ルブースタポンプ、油拡散ポンプ、スパッタイオンポ
ンプ、クライオポンプ、ターボ分子ポンプ）、各種真
空計、ヘリウムリークディテクタ、各種ガス分析計、
分光エリプソメータ、各種電源、成膜コントローラ、
各種真空バルブ、各種真空部品（導入端子、真空覗き
窓、真空用マニュピレータ他）、真空搬送ロボット・
真空搬送プラットフォーム他

一 般 産 業 用 装 置
真空溶解炉、真空熱処理炉、真空焼結炉、真空ろう付
炉、凍結真空乾燥装置、真空蒸留装置、ヘリウムリー
クテスト装置他

真 空 応 用 事 業

材 料
スパッタリングターゲット材料、蒸着材料、チタン・
タンタル加工品、高融点活性金属（Ｔａ、Ｎｂ、Ｗ、
Ｍｏ）、表面処理、超微粒子（ナノメタルインク）他

そ の 他
オージェ電子分光分析装置、Ｘ線光電子分光分析装
置、二次イオン質量分析装置、各種産業機械駆動用制
御装置、半導体用ハードマスクブランクス、受託成膜
加工他

－ 12 －

(5)主要な事業内容
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⑹　主要な営業所及び工場（平成29年６月30日現在）
当社本社工場 神奈川県茅ヶ崎市
国内営業及び
サービス拠点

アルバック販売㈱本社（東京都港区）他９拠点、アルバックテクノ㈱本社・
茅ヶ崎ＣＳセンター（神奈川県茅ヶ崎市）他32拠点

海外営業及び
サービス拠点

ULVAC Technologies,Inc.（米国マサチューセッツ州）、ULVAC TAIWAN 
INC.（台湾新竹市）、ULVAC KOREA,Ltd.（韓国亀尾市）、ULVAC 
SINGAPORE PTE LTD（シンガポール）、ULVAC MALAYSIA SDN. BHD.
（マレーシアケダ州）、愛発科商貿（上海）有限公司（中国上海市）

国内生産拠点 当社富士裾野工場（静岡県裾野市）、同千葉山武工場（千葉県山武市）、同千葉
富里工場（千葉県富里市）、同鹿児島工場（鹿児島県霧島市）
アルバックテクノ㈱和歌山洗浄センター（和歌山県橋本市）他４拠点、アルバッ
ク東北㈱（青森県八戸市）、アルバック九州㈱本社工場（鹿児島県霧島市）、ア
ルバック機工㈱本社・宮崎工場（宮崎県西都市）、アルバック・クライオ㈱本社
工場（神奈川県茅ヶ崎市）他１拠点、アルバック・ファイ㈱（神奈川県茅ヶ崎
市）、アルバック成膜㈱（埼玉県秩父市）、㈱昭和真空（相模原市中央区）、日
本リライアンス㈱（横浜市金沢区）

海外生産拠点 ULVAC TAIWAN INC.（台湾台南市）、ULVAC KOREA,Ltd.（韓国平澤
市）、寧波愛発科真空技術有限公司（中国寧波市）、愛発科真空技術（蘇州）有
限公司（中国蘇州市）、愛発科東方真空（成都）有限公司（中国成都市）、愛発
科自動化科技（上海）有限公司（中国上海市）、愛発科天馬電機（靖江）有限公
司（中国靖江市）、愛発科中北真空（沈陽）有限公司（中国沈陽市）、愛発科電
子材料（蘇州）有限公司（中国蘇州市）、愛発科豪威光電薄膜科技（深圳）有限
公司（中国深圳市）

研究開発拠点 半導体電子技術研究所（静岡県裾野市）、超材料研究所（千葉県富里市）、未来
技術研究所（茨城県つくば市）、韓国超材料研究所（韓国平澤市）

－ 13 －

(6)主要な営業所及び工場
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⑺　使用人の状況（平成29年６月30日現在）
①　企業集団の使用人の状況

事 業 区 分 使 用 人 数 前 期 末 比 増 減
真 空 機 器 事 業 4,670名 150名増
真 空 応 用 事 業 742名 17名増
全 社 （ 共 通 ） 660名 19名増
合 計 6,072名 186名増

②　当社の使用人の状況

使 用 人 数 前 期 末 比 増 減 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数

男 性 1,157名 72名増 42.9歳 16.2年

女 性 68名 5名増 38.7歳 11.5年

合 計 ま た は 平 均 1,225名 77名増 42.7歳 15.9年

（注）１. 使用人数は、当社への出向者125名を含む就業人員で表記しております。この他に、他社への　
　出向者が44名おります。
２. 使用人数は、臨時雇用者及び派遣社員を含んでおりません。

⑻　主要な借入先の状況（平成29年６月30日現在）
借 入 先 借 入 金 残 高

百万円

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 12,036

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 9,405

日 本 生 命 保 険 相 互 会 社 5,260

株 式 会 社 三 菱 東 京 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 4,734

⑼　その他企業集団の現況に関する重要な事項
該当事項はありません。

－ 14 －

(7)使用人の状況、(8)主要な借入先の状況、(9)その他企業集団の現況に関する重要な事項
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２．会社の現況
⑴　株式の状況(平成29年６月30日現在）

① 発 行 可 能 株 式 総 数 100,000,000株
② 発 行 済 株 式 の 総 数 49,355,938株

（自己株式3,407株を含む）
③ 株　　 主　　 数 12,385名
④ 大 　　株　　 主

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率
日 本 生 命 保 険 相 互 会 社 3,242千株 6.57％
日 本 ト ラ ス テ ィ ・ サ ー ビ ス
信 託 銀 行 株 式 会 社 （ 信 託 口 ） 3,193 6.47

日 本 マ ス タ ー ト ラ ス ト
信 託 銀 行 株 式 会 社 （ 信 託 口 ） 1,983 4.02

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 1,916 3.88
株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 1,864 3.78
THE BANK OF NEW YORK,
N O N - T R E A T Y  J A S D E C  
A C C O U N T

1,098 2.23

株 式 会 社 三 菱 東 京 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 910 1.84
TAIYO HANEI FUND,L.P. 884 1.79
THE BANK OF NEW YORK 
M E L L O N 1 4 0 0 4 4 878 1.78

STATE STREET BANK AND
TRUST COMPANY 505019 772 1.56

（注）１．持株比率は自己株式（3,407株）を控除して計算しております。
２．当社は、業績連動型株式報酬制度「株式給付信託（BBT）」を導入しており、資産

管理サービス信託銀行株式会社（信託E口）（以下「信託E口」という）が当社株式
74千株を取得しております。なお、信託E口が保有する当社株式については、自己
株式に含めておりません。

３．当事業年度末までに以下の大量保有報告書（変更報告書）が提出されておりますが、
当事業年度末の株主名簿で確認できない場合、または保有株式数が上位10位に該当
しない場合は、表中に記載しておりません。

　　①株式会社三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループから、2016年9月20日付で共同保
有者合計で2,546千株（持株比率5.16％）を保有しており、そのうち1,229千株（同
2.49％）を三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社が保有し、910千株（同1.84%）を株式会
社三菱東京ＵＦＪ銀行が保有している旨の大量保有報告書が関東財務局長に提出さ
れています。

－ 15 －

(1)株式の状況
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　　②ＪＰモルガン・アセット・マネジメント株式会社から、2016年11月21日付で共
同保有者合計で2,105千株（持株比率4.26％）を保有しており、そのうち1,731千
株（同3.51％）を同社が保有している旨の大量保有に関する変更報告書が関東財務
局長に提出されています。

　　③タイヨウ・ファンド・マネッジメント・カンパニー・エルエルシーから、2017年
4月12日付で共同保有者合計で2,370千株（持株比率4.80％）を保有しており、そ
のうち998千株（同2.02％）をタイヨウ・パシフィック・シージー・エルエルシー
が保有し、875千株（同1.77％）をタイヨウ繁栄ジーピー・エルティディーが保有
している旨の大量保有に関する変更報告書が関東財務局長に提出されています。

　　④三井住友信託銀行株式会社から、2017年5月9日付で共同保有者合計で2,509千株
（持株比率5.08％）を保有しており、そのうち2,033千株（同4.12％）を同社が保
有している旨の大量保有報告書が関東財務局長に提出されています。

　　⑤株式会社みずほ銀行から、2017年6月22日付で共同保有者合計で3,233千株（持
株比率6.55％）を保有しており、そのうち1,916千株（同3.88％）を同社が保有し、
1,124千株（同2.28％）をアセットマネジメントOne株式会社が保有している旨の
大量保有に関する変更報告書が関東財務局長に提出されています。

⑵　新株予約権等の状況
①　当事業年度の末日において当社役員が保有する職務執行の対価として交付された新株予約権の状

況
該当事項はありません。

②　当事業年度中に使用人等に対して職務執行の対価として交付された新株予約権の状況
該当事項はありません。

③　その他の新株予約権等に関する重要な事項
該当事項はありません。

－ 16 －
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⑶　会社役員の状況（平成29年６月30日現在）
①　取締役及び監査役の状況

会社における地位 氏 名 担当及び重要な兼職の状況
代 表 取 締 役 社 長
（ 執 行 役 員 社 長 ）

小 日 向 　 久 　 治 監査室担当

取 締 役
（ 執 行 役 員 副 社 長 ）

坊 　 昭 範 本社部門統括

取 締 役
（ 専 務 執 行 役 員 ）

本 吉 　 光 関連会社統括、グローバル事業企画室長、総務部担当
ULVAC TAIWAN INC.　董事長
愛発科豪威光電薄膜科技（深圳）有限公司　董事長

取 締 役
（ 専 務 執 行 役 員 ）

岩 下 節 生 経営企画室長、秘書室担当
愛発科（中国）投資有限公司　董事長
愛発科商貿（上海）有限公司　董事長
愛発科真空技術（蘇州）有限公司　董事長

取 締 役
（ 専 務 執 行 役 員 ）

藤 山 潤 樹 営業統括、第一営業本部長、第二営業本部・半導体
装置事業部・電子機器事業部担当
ULVAC KOREA, Ltd.　代表理事社長

取 締 役
（ 常 務 執 行 役 員 ）

小 田 木 　 秀 　 幸 生産統括、生産本部長、調達センター・生産技術　
センター・環境・安全部担当

取 締 役 御 林 　 彰 ニッセイ信用保証株式会社　代表取締役社長
ライト工業株式会社　社外監査役

取 締 役 内 田 憲 男 ナブテスコ株式会社　社外取締役
取 締 役 石 田 耕 三 株式会社堀場製作所　上席顧問

株式会社正興電機製作所　社外取締役
監 査 役 髙 橋 誠 一 （常勤）

株式会社昭和真空　社外監査役
監 査 役 伊 藤 　 誠 （常勤）
監 査 役 浅 田 千 秋 弁護士

株式会社アークン　社外取締役
監 査 役 大 塚 一 実

（注）１．取締役御林彰、内田憲男及び石田耕三の各氏は、社外取締役であります。
２．監査役浅田千秋、大塚一実の両氏は、社外監査役であります。
３．監査役伊藤誠氏は、日本生命保険相互会社において、経理・財務部門を担当した豊富な経験を

有しており、財務及び会計に関する相当程度の知見を有しております。
４．取締役内田憲男、石田耕三の両氏及び監査役浅田千秋氏につきましては、東京証券取引所に対

し、独立役員として届け出ております。

－ 17 －

(3)会社役員の状況
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５．取締役岩下節生、藤山潤樹及び石田耕三の各氏は、平成28年９月29日開催の第112回定時株主
総会において新たに選任され就任いたしました。

６．取締役池田修三氏は、平成28年９月29日開催の第112回定時株主総会終結の時をもって任期満
了により退任いたしました。

７．平成29年６月30日現在の取締役を兼務しない執行役員は次のとおりであります。
会 社 に お け る 地 位 氏 名 担当及び重要な兼職の状況

専 務 執 行 役 員 末 代 政 輔 アルバックテクノ株式会社　代表取締役社長
ULVAC SINGAPORE PTE LTD　取締役会長
ULVAC MALAYSIA SDN. BHD.　取締役会長
株式会社昭和真空　社外取締役

常 務 執 行 役 員 白 　 忠 烈 開発統括、グローバル市場・技術戦略室・半導体電子
技術研究所・未来技術研究所・マテリアル事業部担
当
ULVAC KOREA, Ltd.　理事会長

執 行 役 員 平 野 裕 之 愛発科中北真空（沈陽）有限公司　董事長
執 行 役 員 齋 藤 一 也 技術企画室長、超材料研究所長、知的財産部・技術

開発部担当
執 行 役 員 梅 田 　 彰 経営企画室事業企画管理室長、財務部担当
執 行 役 員 松 本 　 亮 グローバル事業企画室関連会社管理室長、人事部・

経理部担当
執 行 役 員 大 日 向 　 陽 　 一 産業機器事業部長
執 行 役 員 柳 澤 清 和 規格品事業部長

寧波愛発科真空技術有限公司　董事長
愛発科天馬電機(靖江)有限公司　董事長

執 行 役 員 佐 藤 重 光 ＦＰＤ・ＰＶ事業部長
執 行 役 員 蔡 　 有 哲 ULVAC TAIWAN INC.　董事総経理

ULTRA CLEAN PRECISION TECHNOLOGIES
CORP.　董事長

執行役員平野裕之氏は、平成29年６月30日をもって任期満了により退任し、平成29年７月１
日付で理事に就任いたしました。

－ 18 －

(3)会社役員の状況
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８．平成29年７月１日以降における取締役及び執行役員の異動は次のとおりであります。
平成29年７月１日付の人事異動及び組織変更をもって取締役及び執行役員の地位、担当及び重
要な兼職の状況が次のとおり変更されました。

氏 名 地 位 担当及び重要な兼職の状況
小 日 向 　 久 　 治 取 締 役 会 長
岩 下 節 生 代 表 取 締 役 社 長

（ 執 行 役 員 社 長 ）
坊 　 昭 範 取 締 役

（ 執 行 役 員 副 社 長 ）
経理部・財務部・知財・法務部担当

本 吉 　 光 取 締 役
（ 専 務 執 行 役 員 ）

事業企画統括、事業企画本部長、グローバル市場・技術
戦略室・総務部担当
ULVAC TAIWAN INC.　董事長
愛発科豪威光電薄膜科技（深圳）有限公司　董事長
愛発科（中国）投資有限公司　董事長
愛発科商貿（上海）有限公司　董事長
愛発科真空技術（蘇州）有限公司　董事長
ULVAC SINGAPORE PTE LTD　取締役会長
ULVAC MALAYSIA SDN. BHD.　取締役会長

藤 山 潤 樹 取 締 役
（ 専 務 執 行 役 員 ）

営業統括、第一営業本部長、電子機器事業部担当
ULVAC KOREA, Ltd.　代表理事社長

末 代 政 輔 専 務 執 行 役 員 アルバックテクノ株式会社　代表取締役社長
株式会社昭和真空　社外取締役

白 　 忠 烈 常 務 執 行 役 員 開発統括、超材料研究所・未来技術研究所・マテリアル
事業部担当
ULVAC KOREA, Ltd.　理事会長

佐 藤 重 光 常 務 執 行 役 員 FPD･PV事業部長
齋 藤 一 也 執 行 役 員 半導体電子技術研究所長、技術企画室長、技術開発部

担当
梅 田 　 彰 執 行 役 員 IR室長、マーケティング室長
松 本 　 亮 執 行 役 員 監査室長、人事部担当
池 田 和 夫 執 行 役 員 アルバック九州株式会社　代表取締役社長

アルバック東北株式会社　代表取締役社長
萩 之 内 　 　 　 剛 執 行 役 員 第二営業本部長
近 藤 智 保 執 行 役 員 半導体装置事業部長

－ 19 －

(3)会社役員の状況
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②　責任限定契約の内容の概要
当社と各社外取締役及び各監査役は、会社法第427条第１項の規定に基づく同法第423条第１項の

損害賠償責任を限定する契約を締結しており、当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令が規
定する額としております。
③　取締役及び監査役の報酬等の総額

区　　　　　分 支　給　人　員 支　　給　　額

取 締 役 10名 373百万円
（うち社外取締役） （４名） （18百万円）

監 査 役 ４名 63百万円
（うち社外監査役） （２名） （10百万円）

合 計 14名 436百万円

（注）１．当事業年度末日現在の取締役は９名（うち社外取締役は３名）、監査役は４名（うち社外監査
役は２名）であります。

２．取締役の報酬限度額は、平成28年９月29日開催の第112回定時株主総会において、年額500百
万円以内（うち社外取締役分30百万円以内）と決議いただいております。

　　また、上記報酬限度額とは別枠で、平成28年９月29日開催の第112回定時株主総会において決
議いただいた株式給付信託（BBT）制度に基づき、当事業年度に計上した役員株式給付引当金
繰入額37百万円を取締役の報酬等の総額に含んでおります。

３．監査役の報酬限度額は、平成18年９月28日開催の第102回定時株主総会において、年額100百
万円以内と決議いただいております。

④　社外役員に関する事項
イ．他の法人等の重要な兼職の状況及び当社と当該他の法人等との関係

・取締役御林彰氏は、ニッセイ信用保証株式会社　代表取締役社長及びライト工業株式会社　社
外監査役を兼務しております。当社は、ニッセイ信用保証株式会社及びライト工業株式会社と
は特別の関係はありません。

・取締役内田憲男氏は、ナブテスコ株式会社　社外取締役を兼務しております。当社は、ナブテ
スコ株式会社とは特別の関係はありません。

・取締役石田耕三氏は、株式会社堀場製作所　上席顧問及び株式会社正興電機製作所　社外取締
役を兼務しております。当社は、株式会社堀場製作所及び株式会社正興電機製作所とは特別の
関係はありません。

・監査役浅田千秋氏は、株式会社アークン　社外取締役を兼務しております。当社は、株式会社
アークンとは特別の関係はありません。

－ 20 －

(3)会社役員の状況
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ロ．当事業年度における主な活動状況

区　分 氏　名 出席状況及び発言状況

取締役 御林　　彰
当事業年度開催の取締役会13回全てに出席し、他社における経営者と
しての豊富な経験と高い見識を活かし、議案の審議等に必要な発言を
適宜行っております。

取締役 内田　憲男
当事業年度開催の取締役会13回全てに出席し、他社における国内外の
経営者としての豊富な経験と高い見識を活かし、議案の審議等に必要
な発言を適宜行っております。

取締役 石田　耕三
平成28年９月29日就任以降に開催された取締役会10回全てに出席
し、他社における経営者としての豊富な経験と技術的な専門知識を活
かし、議案の審議等に必要な発言を適宜行っております。

監査役 浅田　千秋
当事業年度開催の取締役会13回全てに出席、また、監査役会19回全て
に出席し、主に弁護士としての専門的見地から、議案の審議等に必要
な発言を適宜行っております。

監査役 大塚　一実
当事業年度開催の取締役会13回全てに出席、また、監査役会19回全て
に出席し、他社におけるビジネス経験で培われた豊富な経験と知識を
活かし、議案の審議等に必要な発言を適宜行っております。

－ 21 －

(3)会社役員の状況
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⑷　会計監査人の状況
①　会計監査人の名称　　　　PwCあらた有限責任監査法人
②　当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額

支払額(百万円)

当事業年度に係る報酬等の額 79

当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の
財産上の利益の合計額 91

（注）１．当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に
基づく監査の監査報酬等の額を区分しておらず、実質的にも区分できないため、これら
の合計額を記載しております。

２．監査役会は、社内関係部署及び会計監査人からの必要な資料の入手や報告の聴取を通じ
て、会計監査人の監査計画の内容、従前の事業年度における職務遂行状況や報酬見積り
の算出根拠などを検討した結果、会計監査人の報酬等につき、監査品質を維持向上して
いくために合理的な水準であると判断し、会社法第399条第１項の同意を行っておりま
す。

③　当社の重要な子会社のうち、ULVAC TAIWAN INC.、ULVAC KOREA,Ltd.は、当社の会計
監査人以外の公認会計士または監査法人（外国におけるこれらの資格に相当する資格を有する者
を含む。）の監査（会社法または金融商品取引法（これらの法律に相当する外国の法令を含む。）
の規定によるものに限る。）を受けております。

④　会計監査人の解任または不再任の決定の方針
監査役会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める事由に該当すると認められる場

合は、監査役全員の同意に基づき、会計監査人を解任いたします。また、監査役会は、会計監査
人の職務遂行状況等を総合的に判断し、監査の適正性及び信頼性が確保できないと認められる場
合には、会計監査人の解任または不再任に関する議案を株主総会に提出することを検討いたしま
す。

－ 22 －
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⑸　業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況
①　業務の適正を確保するための体制についての決定内容の概要

当社は、業務の適正を確保するための体制について取締役会において決議しております。その内
容は、以下のとおりであります。
イ　取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

当社の取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保し、企業として
の社会的責任を果たすべく、反社会的勢力との関係排除をはじめとする遵法意識の啓蒙をうた
う企業倫理行動基準を定め、同基準に関する教育及び小冊子の配付を行うことによりこれを周
知徹底する。また、コンプライアンス委員会を設置し、内部通報者が内部通報を行ったことを
理由として不利な取扱いを受けないことの保障も含む内部通報制度その他のコンプライアンス
関連規定を整備した上でその活動を行う。加えて、独立性が保障された監査室を当社代表取締
役直属の機関として設置し、金融商品取引法上の内部統制の評価を行うとともに、当社監査役
と連携して業務の有効性や適切性の監査を行う。

ロ　取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
当社取締役の職務執行に係る情報に関しては、情報管理に関する規定を整備・拡充し、各種

重要会議の議事録その他文書の作成、閲覧、保存及び廃棄について適切な管理方法をとる。
ハ　損失の危険の管理に関する規程その他の体制

当社の各種事業を担当する部署の部署長の責任と権限を明確化した上で、対象事案の性質や
影響度に応じて直接の所管部署以外の複数の部署関係者による綿密な審議検討を行った後、当
社各種規程に則って当社取締役へ報告を行い、当該取締役が判断を行う体制をとることで、当
社の企業活動遂行における損失の危険の管理を行う。これに加え、リスク管理に関する当社規
程の整備・拡充により、リスクを分類の上でそれぞれに管理部門を設置し、各管理部門の部署
長を責任者とする管理体制をとる。

ニ　取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
事業計画を定めて当社全体の目標を明確化する。その上で、各部署の部署長が部署ごとの業

績目標を作成し、この実績を当社各種規則に則って当社取締役がこれを評価することで業績へ
の責任を明確にする。また、各部署の部署長の責任と権限を明確化して意思決定プロセスを迅
速化しつつ、重要事項については当社取締役を含めた合議をはかるという体制をとることによ
って、迅速さと慎重さを兼ね備えた臨機応変な意思決定を目指す。さらに、当該重要事項に関
する当社会議への当社監査役の出席や情報の取得の機会を保障することで、適切な判断を担保
する。
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ホ　当社及びその子会社からなる企業集団における業務の適正を確保するための体制
当社は、企業集団全体の企業価値の維持及び向上を重視する。そして、これらの実現のため、

子会社ごとの自主性と独立性を尊重しつつも子会社それぞれの所在国、事業内容、事業規模な
どの諸般の状況を総合考慮して適切に当社が指示及び管理を実施することが最適と考えており、
子会社の管理として最適と判断される方法及びその密度を選択して実行するという責務を担う
部門として関連会社管理室を設置してその任にあてる。

かかる方針に基づき、事業計画については、まず、当社にて当社企業集団全体の目標を明確
化し、当該目標を考慮して各子会社が事業計画を策定する体制をとっている。また、企業価値
の維持及び向上のため、各子会社においてコンプライアンスの啓蒙、コンプライアンス体制の
構築及び運用を講じることとしている。

また、各子会社の取締役及びこれに類する者の職務の執行に係る当社への報告については、
子会社も参加する当社の重要会議、事業計画の策定過程や実績報告における協議や確認、及び
各子会社において実施される重要会議に関する報告など多種多様な機会を利用するよう努める。

次に、各子会社の損失の危険の管理及び各子会社の取締役等の職務の執行の効率をはかると
いう観点からは、各子会社にリスク管理に関する規定や体制の構築及び運用を実現するよう努
める。さらに、当該規定や体制の構築のみならず、実際に重大な損失の発生もしくは発生のお
それが生じた際に、当社がこの事実を速やかに把握できるよう、当社からの取締役や監査役の
派遣、複数子会社が参加する重要会議の運営、事業計画の策定の補助と実績評価及び計画と実
績の差異の照会などによって、対象子会社の管理として最適と判断される方法と密度を選択し、
これを実行する。

そして、子会社の取締役等及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保す
るための体制として、当社が策定した企業倫理行動基準を子会社各社に配付してコンプライア
ンス意識の啓蒙に努めるとともに、当社コンプライアンス委員会への内部通報の機会も保障し、
通報に対する対処も適切に行うこととする。

なお、これらに加えて、当社監査役や当社監査室が、各種諸法令に従い、監査業務遂行上最
適と判断される方法で子会社各社の監査活動を行い、業務の適正を確保できるよう努める。

ヘ　監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関する事
項、並びに当該使用人の取締役からの独立性及び監査役の当該使用人に対する指示の実効性の確
保に関する事項

当社監査役がその職務を補助すべき使用人の当社における設置を当社に要請した場合、当社
取締役は応諾して必要な協力を行う。そして、当該監査役の職務を補助すべき使用人の人事異
動、人事評価、懲戒に関しては、当社監査役会の事前の同意を得る。
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また、当社監査役は、必要に応じ、最適と思われる部署に所属する使用人に対して監査業務
に必要な事項を指示できるものとし、当社は当該指示を受けた使用人が当該指示に従って対応
することを認める。

ト　取締役及び使用人が監査役に報告をするための体制、子会社の取締役、監査役及び使用人また
はこれらの者から報告を受けた者が監査役に報告するための体制並びにこれらの報告をした者が
当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないことを確保するための体制

当社取締役及び使用人は、当社及び子会社に重大な損失を与える事項の発生または発生のお
それがあることを覚知した場合、あるいは当社及び子会社の取締役及び使用人による違法また
は不正な行為の発生を覚知した場合には、諸法令及び社内規定に従ってこれを当社監査役に報
告する。特にリスク管理体制については、各リスク管理部門が、諸法令及び社内規定に従い、
責任をもって定期及び臨時にこれを当社監査役に報告する。また、当社は、当社監査役に対し
これらの重要事項に関する当社会議への出席並びに情報の取得及び意見を述べる機会を付与す
ることを保障する。加えて、当社監査役にこれらの報告を行った者は、当該報告を行ったこと
を理由として不利な取扱いを受けないことも保障する。

チ　監査役の職務の執行について生ずる費用の前払いまたは償還の手続きその他の当該職務の執行
について生ずる費用または債務の処理に係る方針に関する事項

当社監査役が、その監査業務遂行のために必要となる費用の負担に関する要求を当社に行っ
た場合、当社は、当該要求内容が当該監査役の監査業務遂行のために必要なものではないと合
理的に認められる場合を除き、速やかにこれを負担するための措置を講ずる。

リ　その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
当社は、当社監査役に対し、監査のために必要となる会議への出席及び情報の取得の機会を

保障する。その上で、当社監査役は、当社社外監査役の知見も得ながら、会計監査人や当社監
査室と連携して監査業務を遂行する。また、当社監査役は、当社取締役とも定期的な意見交換
を行うことで監査役監査に関する啓蒙を行うと同時に監査の充実及び監査環境の整備に繋げ、
実効的かつ機動的な監査を実現するよう努める。
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②業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要は、以下のとおりであります。

イ　当社事業活動の適法性確保に対する取組みの状況
当社では、取締役及び使用人に対し、遵守すべき行動指針として企業倫理行動基準を策定の

上、適宜見直しを行っております。その上で、企業倫理行動基準を小冊子化して配付するとと
もに、特に遵守すべき諸法令とあわせて適宜教育を実施しております。また、同基準に沿った
社内規程及び社内体制の整備にも努めております。加えて、反社会的勢力に対する対応の一環
として、企業倫理行動基準にもこれを含めて啓蒙するとともに、該当事案が発生した場合には、
速やかに外部専門機関と協力して対応する体制を整備しております。

更に、当社監査室を窓口とした内部通報制度を構築し、内部通報者が内部通報を行ったこと
自体を理由として不利な取扱いを受けないことを規程にて保障し、通報内容を速やかにコンプ
ライアンス委員会に伝え、同委員会主導のもと、必要に応じて外部専門家の意見を取得しなが
ら、その調査や改善対策などを行うこととしております。この制度についても、企業倫理行動
基準において明記されております。

ロ　当社取締役の職務執行の適正及び効率の確保に対する取組みの状況
当社取締役会は、社外取締役３名を含む取締役９名で構成されており、社外監査役２名を含

む監査役４名も出席しております。当事業年度においては13回開催されており、各議案につい
て活発な意見交換を行う審議及び決議を行っております。また、取締役会においては、重要な
業務執行に関する意思決定のみならず、業務執行状況などについての適切な分析評価といった
監督も行い、意思決定機能のみならず監督機能の実効性確保にも努めております。また、取締
役会議事録についても、正確に記録・作成し、適切な情報の保存及び管理を行っております。
加えて、当社取締役会の諮問機関として指名報酬等委員会を設置し、独立役員を含めた社外役
員の意見を取り入れた経営を行っております。

他方、当社は、執行役員制度を採用し、特定の業務執行に関する権限を取締役会によって執
行役員に付与しており、その執行役員を含む常勤役員会を当事業年度においては28回開催し、
業務執行について機動的な意思決定を行っております。

ハ　損失の危険の管理に対する取組みの状況
当社は、リスク管理に関する規程や体制を整備してリスク管理を行っております。想定され

うるリスクの性質に応じ、それを所管する部署の部署長の責任と権限を明確化し、対象事案の
性質、影響そして緊急度に応じて関連部署の協働のもとで柔軟な対応をはかっております。
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また、リスクマネジメント委員会を当事業年度においては２回開催し、当社取締役同席のも
と、全体的な報告を受け、リスク管理体制の見直しを行い、より効果的な運用に努めておりま
す。

ニ　当社グループにおける業務の適正性確保に対する取組みの状況
当社グループ会社における業務執行の状況などの把握については、当社関連会社管理室にて、

グループ会社の所在国、事業内容、事業規模などの諸般の状況を総合考慮の上、定例会議や事
業計画の進捗確認などの個別会議などを通じて最適な方法で情報を取得し、協議をしておりま
す。

また、当社の策定する企業倫理行動基準は、当社グループ会社にも通知され、各グループ会
社においてその教育や内部通報制度の整備を行い、コンプライアンスの啓蒙活動を展開してお
ります。加えて、当社監査役や監査室が各種諸法令に従ってグループ各社の監査に努めており
ます。

ホ　監査役の監査の実効的確保に対する取組みの状況
監査役会は、社外監査役２名を含む監査役４名で構成されています。当事業年度においては

19回開催されており、取締役会議案を含む監査に関する重要な事項についての報告と協議を行
っております。監査役は、監査役会での協議及び個々の監査役の知見をもとに、取締役会の場
に限らず随時適切に当社取締役に提言を行っております。また、当社は、監査役が取締役、監
査室並びに会計監査人と定期的に意見交換する場を保障し、コンプライアンスや内部統制の整
備状況など多岐にわたる事項について意見交換をしております。加えて、当社は、監査役が監
査に必要な情報についてこれを提供するとともに、当該情報取得の保障の観点から必要な会議
への出席を保障しております。

（注）本事業報告中の記載金額、株式数、比率は、表示単位未満の端数を四捨五入して表示しております。
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連結計算書類

連 結 貸 借 対 照 表
（平成29年６月30日現在）

（単位：百万円）
科 目 金 額 科 目 金 額
（資　産　の　部） （負　債　の　部）

流 動 資 産
現 金 及 び 預 金
受 取 手 形 及 び 売 掛 金
商 品 及 び 製 品
仕 掛 品
原 材 料 及 び 貯 蔵 品
繰 延 税 金 資 産
そ の 他
貸 倒 引 当 金

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
建 物 及 び 構 築 物
機 械 装 置 及 び 運 搬 具
工 具 、 器 具 及 び 備 品
土 地
リ ー ス 資 産
建 設 仮 勘 定

無 形 固 定 資 産
リ ー ス 資 産
ソ フ ト ウ エ ア
そ の 他

投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券
繰 延 税 金 資 産
そ の 他
貸 倒 引 当 金

169,685
56,434
70,519
5,097

15,880
9,240
6,027
7,299
△811

75,622
60,306
32,229
14,451
1,647
8,096

834
3,049
3,573

67
690

2,815
11,743
4,389
2,298
7,107

△2,051

流 動 負 債 115,954
支 払 手 形 及 び 買 掛 金 48,829
短 期 借 入 金 30,199
リ ー ス 債 務 315
未 払 法 人 税 等 2,525
前 受 金 16,908
繰 延 税 金 負 債 10
賞 与 引 当 金 2,738
役 員 賞 与 引 当 金 401
製 品 保 証 引 当 金 2,069
受 注 損 失 引 当 金 785
そ の 他 11,175

固 定 負 債 24,436
長 期 借 入 金 12,528
リ ー ス 債 務 692
繰 延 税 金 負 債 1,408
退 職 給 付 に 係 る 負 債 8,311
役 員 退 職 慰 労 引 当 金 335
役 員 株 式 給 付 引 当 金 74
資 産 除 去 債 務 392
そ の 他 694

負 債 合 計 140,389
（純 資 産 の 部）

株 主 資 本 98,315
資 本 金 20,873
資 本 剰 余 金 3,912
利 益 剰 余 金 73,801
自 己 株 式 △271

その他の包括利益累計額 372
その他有価証券評価差額金 491
為 替 換 算 調 整 勘 定 2,480
退職給付に係る調整累計額 △2,599

非 支 配 株 主 持 分 6,229
純 資 産 合 計 104,917

資 産 合 計 245,306 負 債 純 資 産 合 計 245,306
（注）記載金額は百万円未満を四捨五入して表示しております。
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連 結 損 益 計 算 書
(自　平成28年 7 月 1 日

至　平成29年 6 月30日)
（単位：百万円）

科 目 金 額
売 上 高 231,831
売 上 原 価 168,001
売 上 総 利 益 63,829
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 34,361
営 業 利 益 29,468
営 業 外 収 益

受 取 利 息 117
受 取 配 当 金 302
受 取 賃 貸 料 297
持 分 法 に よ る 投 資 利 益 203
そ の 他 831 1,750

営 業 外 費 用
支 払 利 息 511
シ ン ジ ケ ー ト ロ ー ン 手 数 料 170
そ の 他 822 1,503

経 常 利 益 29,716
特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 35
投 資 有 価 証 券 売 却 益 81 117

特 別 損 失
固 定 資 産 除 却 損 643
固 定 資 産 売 却 損 423 1,065

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 28,768
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 4,556
法 人 税 等 調 整 額 △1,599 2,957
当 期 純 利 益 25,811
非 支 配 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 1,342
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 24,469

（注）記載金額は百万円未満を四捨五入して表示しております。
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連結株主資本等変動計算書
(自　平成28年 7 月 1 日

至　平成29年 6 月30日)
（単位：百万円）

株 主 資 本
資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株主資本合計

当連結会計年度期首残高 20,873 4,582 50,813 △10 76,258
連結会計年度中の変動額

剰 余 金 の 配 当 △1,481 △1,481
親 会 社 株 主 に 帰 属
す る 当 期 純 利 益 24,469 24,469

自 己 株 式 の 取 得 △260 △260
非支配株主との取引に係る
親 会 社 の 持 分 変 動 △670 △670
株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額(純額)

連結会計年度中の変動額合計 － △670 22,988 △260 22,058
当連結会計年度末残高 20,873 3,912 73,801 △271 98,315

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額
非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評 価 差 額 金
為 替 換 算
調 整 勘 定

退職給付に係る
調 整 累 計 額

その他の包括利益
累 計 額 合 計

当連結会計年度期首残高 130 △667 △2,822 △3,359 5,133 78,032
連結会計年度中の変動額

剰 余 金 の 配 当 △1,481
親 会 社 株 主 に 帰 属
す る 当 期 純 利 益 24,469

自 己 株 式 の 取 得 △260
非支配株主との取引に係る
親 会 社 の 持 分 変 動 △670
株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額(純額) 361 3,147 222 3,731 1,096 4,827

連結会計年度中の変動額合計 361 3,147 222 3,731 1,096 26,885
当連結会計年度末残高 491 2,480 △2,599 372 6,229 104,917

（注）記載金額は百万円未満を四捨五入して表示しております。
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計 算 書 類

貸 借 対 照 表
（平成29年６月30日現在）

（単位：百万円）
科 目 金 額 科 目 金 額

（資　産　の　部）
流 動 資 産

現 金 及 び 預 金
受 取 手 形
電 子 記 録 債 権
売 掛 金
製 品
原 材 料
仕 掛 品
短 期 貸 付 金
未 収 入 金
繰 延 税 金 資 産
そ の 他
貸 倒 引 当 金

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
建 物
構 築 物
機 械 及 び 装 置
車 両 運 搬 具
工 具 、 器 具 及 び 備 品
土 地
リ ー ス 資 産
建 設 仮 勘 定

無 形 固 定 資 産
特 許 権
ソ フ ト ウ エ ア
そ の 他

投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券
関 係 会 社 株 式
関 係 会 社 出 資 金
長 期 貸 付 金
差 入 保 証 金
そ の 他
貸 倒 引 当 金

108,010
30,757

333
983

46,518
811

1,789
4,928

12,123
4,307
4,166
2,034
△740

64,403
34,862
15,932

312
10,349

7
472

5,603
119

2,066
2,958
1,893

406
659

26,584
1,709

12,742
10,842

552
298

2,902
△2,461

（負　債　の　部）
流 動 負 債 95,573

支 払 手 形 1,107
電 子 記 録 債 務 18,588
買 掛 金 32,931
短 期 借 入 金 14,170
1年内返済予定の長期借入金 10,319
リ ー ス 債 務 61
未 払 金 3,073
未 払 法 人 税 等 536
前 受 金 7,015
預 り 金 3,967
賞 与 引 当 金 518
役 員 賞 与 引 当 金 165
製 品 保 証 引 当 金 1,247
受 注 損 失 引 当 金 528
そ の 他 1,348

固 定 負 債 13,496
長 期 借 入 金 11,728
リ ー ス 債 務 113
繰 延 税 金 負 債 135
退 職 給 付 引 当 金 803
役 員 株 式 給 付 引 当 金 74
資 産 除 去 債 務 208
そ の 他 435

負 債 合 計 109,069
（純 資 産 の 部）

株 主 資 本 62,885
資 本 金 20,873
資 本 剰 余 金 4,582
資 本 準 備 金 105
そ の 他 資 本 剰 余 金 4,477

利 益 剰 余 金 37,700
利 益 準 備 金 726
そ の 他 利 益 剰 余 金 36,974

固 定 資 産 圧 縮 積 立 金 717
繰 越 利 益 剰 余 金 36,257

自 己 株 式 △269
評 価 ・ 換 算 差 額 等 458

その他有価証券評価差額金 458
純 資 産 合 計 63,344

資 産 合 計 172,413 負 債 純 資 産 合 計 172,413
（注）記載金額は百万円未満を四捨五入して表示しております。

－ 31 －

貸借対照表



招
集
ご
通
知

事
業
報
告

連
結
計
算
書
類
等

監
査
報
告
書

株
主
総
会
参
考
書
類

2017/08/29 17:25:35 / 17313869_株式会社アルバック_招集通知（Ｃ）

損 益 計 算 書
(自　平成28年 7 月 1 日

至　平成29年 6 月30日)
（単位：百万円）

科 目 金 額
売 上 高 137,889
売 上 原 価 105,405
売 上 総 利 益 32,484
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 17,909
営 業 利 益 14,575
営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び 配 当 金 4,490
受 取 賃 貸 料 341
そ の 他 647 5,478

営 業 外 費 用
支 払 利 息 392
為 替 差 損 281
賃 貸 資 産 経 費 257
シ ン ジ ケ ー ト ロ ー ン 手 数 料 170
そ の 他 358 1,458

経 常 利 益 18,594
特 別 利 益

投 資 有 価 証 券 売 却 益 81
固 定 資 産 売 却 益 12 94

特 別 損 失
固 定 資 産 除 却 損 563
そ の 他 62 624

税 引 前 当 期 純 利 益 18,064
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 1,190
法 人 税 等 調 整 額 △1,097 93
当 期 純 利 益 17,971

（注）記載金額は百万円未満を四捨五入して表示しております。
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株主資本等変動計算書
(自　平成28年 7 月 1 日

至　平成29年 6 月30日)
（単位：百万円）

株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金
自 己
株 式

株 主
資 本
合 計資 本

準 備 金
そ の 他
資 本
剰 余 金

資 本
剰 余 金
合 計

利 益
準 備 金

その他利益剰余金 利 益
剰 余 金
合 計

固 定 資 産
圧 縮
積 立 金

繰越利益
剰 余 金

当 事 業 年 度 期 首
残 高 20,873 105 4,477 4,582 578 781 19,851 21,209 △9 46,655

事業年度中の変動額
剰 余 金 の 配 当 △1,481 △1,481 △1,481
剰 余 金 の 配 当
に 伴 う 利 益
準 備 金 の 積 立

148 △148 － －

固 定 資 産 圧 縮
積 立 金 の 取 崩 △64 64 － －
当 期 純 利 益 17,971 17,971 17,971
自 己 株 式 の 取 得 △260 △260
株主資本以外の項
目の事業年度中の
変 動
額 ( 純 額 )

事 業 年 度 中 の
変 動 額 合 計 － － － － 148 △64 16,406 16,490 △260 16,230
当 事 業 年 度 末
残 高 20,873 105 4,477 4,582 726 717 36,257 37,700 △269 62,885

評価・換算差額等
純 資 産 合 計そ の 他 有 価 証 券

評 価 差 額 金
評 価 ・ 換 算 差 額 等
合 計

当 事 業 年 度 期 首 残 高 114 114 46,769
事 業 年 度 中 の 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △1,481
剰 余 金 の 配 当 に 伴 う
利 益 準 備 金 の 積 立 －
固 定 資 産 圧 縮 積 立 金 の 取 崩 －
当 期 純 利 益 17,971
自 己 株 式 の 取 得 △260
株 主 資 本 以 外 の 項 目 の 事 業
年 度 中 の 変 動 額 ( 純 額 ) 344 344 344

事 業 年 度 中 の 変 動 額 合 計 344 344 16,574
当 事 業 年 度 末 残 高 458 458 63,344

（注）記載金額は百万円未満を四捨五入して表示しております。
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監査報告書

連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書
独立監査人の監査報告書

平成29年８月18日
株式会社アルバック

取 締 役 会 御 中

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 小 沢 直 靖 ㊞
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 田 邊 晴 康 ㊞

当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社アルバックの平成28年７月１日
から平成29年６月30日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益
計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。

連結計算書類に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算

書類を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結
計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用すること
が含まれる。

監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結計算書類に対す

る意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基
準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に連結計算書類に重要な虚偽表示がないかど
うかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求
めている。

－ 34 －
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監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施され
る。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による連結計算書類の重要な虚偽表示のリ
スクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明する
ためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を
立案するために、連結計算書類の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査に
は、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め
全体としての連結計算書類の表示を検討することが含まれる。

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基

準に準拠して、株式会社アルバック及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間
の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係は

ない。
以　上
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会計監査人の監査報告書
独立監査人の監査報告書

平成29年８月18日
株式会社アルバック

取 締 役 会 御 中

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 小 沢 直 靖 ㊞
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 田 邊 晴 康 ㊞

当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社アルバックの平成28年７
月１日から平成29年６月30日までの第113期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計
算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書について監査を行った。

計算書類等に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類

及びその附属明細書を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽
表示のない計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内
部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及びその附

属明細書に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認め
られる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書類及びその附属明細
書に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに
基づき監査を実施することを求めている。
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監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手するための
手続が実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計算書類及びその附
属明細書の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制
の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、
状況に応じた適切な監査手続を立案するために、計算書類及びその附属明細書の作成と適正な表示に
関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに
経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての計算書類及びその附属明細書の表示を検
討することが含まれる。

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る企業会計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状況を
すべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係は

ない。
以　上
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監査役会の監査報告

監　査　報　告　書
当監査役会は、平成28年７月１日から平成29年６月30日までの第113期事業年度の取締役の職務

の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下
のとおり報告いたします。

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
⑴　監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果につい

て報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、
必要に応じて説明を求めました。

⑵　各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従
い、取締役、内部監査部門その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の
整備に努めるとともに、以下の方法で監査を実施しました。

①　取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について
報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所
において業務及び財産の状況を調査いたしました。また、子会社については、子会社の取締
役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社に赴くとともに子会
社から事業の報告を受けました。

②　事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保する
ための体制その他株式会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するため
に必要なものとして会社法施行規則第100条第１項及び第３項に定める体制の整備に関す
る取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）につ
いて、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要
に応じて説明を求め、意見を表明いたしました。

③　会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証する
とともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて監査に立
会うとともに説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われること
を確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質
管理基準」（企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明
を求めました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照
表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類
（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討い
たしました。

－ 38 －
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２．監査の結果
⑴　事業報告等の監査結果

①　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているもの
と認めます。

②　取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認
められません。

③　内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統
制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事
項は認められません。

⑵　計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人ＰｗＣあらた有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

⑶　連結計算書類の監査結果
会計監査人ＰｗＣあらた有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

　　　平成29年８月23日
株式会社　アルバック　監査役会

常勤監査役 伊 藤 　 誠 ㊞
常勤監査役 髙 橋 誠 一 ㊞
社外監査役 浅 田 千 秋 ㊞
社外監査役 大 塚 一 実 ㊞

以　上

－ 39 －
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株主総会参考書類

第１号議案　剰余金の処分の件
当社は、株主の皆様への利益配分を最も重要な政策の一つと認識しております。
設備投資動向の変動・技術革新の著しい業界にあり、当社は更なる研究開発投資や財務基盤の強

化に必要な内部留保の充実を図っていく所存です。株主の皆様への利益配当につきましては、こう
した財務基盤の状況や各年度の連結業績及び配当性向等を総合的に勘案し、実施していくことを基
本方針としております。

第113期の期末配当につきましては、上記の方針に基づき、以下のとおり１株につき金50円（前
期に比べ20円増配）といたしたいと存じます。
①　配当財産の種類

金銭といたします。
②　配当財産の割当てに関する事項及びその総額

当社普通株式１株につき金50円といたしたいと存じます。
なお、この場合の配当総額は、2,467,626,550円となります。

③　剰余金の配当が効力を生じる日
平成29年９月29日といたしたいと存じます。

－ 40 －
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第２号議案　取締役８名選任の件
　取締役全員（９名）は、本総会終結の時をもって任期満了となります。つきましては、取締役８
名の選任をお願いするものであります。

取締役候補者は、次のとおりであり、より公正・中立で透明性が高い審議を実現し、取締役会の
実効性を高めるために諮問機関として設置しております指名報酬等委員会への諮問手続きを経て、
取締役会にて決定しております。

候補者
番　号

氏 名
（ 生  年  月  日 ）

略 歴 、 地 位 、 担 当 及 び
重 要 な 兼 職 の 状 況

所 有 す る
当 社
株 式 の 数

1 お び な た ひさ はる

小 日 向 久 治
(昭和24年９月25日生)

昭和47年４月 当社入社

30,848株

昭和58年７月 当社第３事業部専門室長
昭和63年７月 当社第３事業部長
平成２年７月 当社半導体装置事業部長
平成２年９月 当社取締役
平成９年７月 当社常務取締役
平成10年２月 ULVAC Technologies,Inc. President

＆CEO
平成18年７月 当社取締役
平成18年９月 アルバックテクノ株式会社代表取締役

社長
平成24年７月 当社執行役員社長
平成
平成

24
29

年
年

９
７

月
月

当社代表取締役執行役員社長
当社取締役会長（現任）

［取締役候補者とした理由］
小日向久治氏は、半導体事業を中心に経験と実績を重ね、また、国
内外のグループ会社の経営者を務めてまいりました。さらに、平成
24年に当社社長に就任してからは、積極的に構造改革等に取り組
み、企業価値の向上に尽力してまいりましたことから、引き続き当
社の経営に貢献できるものと判断し、取締役候補者といたしまし
た。

－ 41 －
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候補者
番　号

氏 名
（ 生  年  月  日 ）

略 歴 、 地 位 、 担 当 及 び
重 要 な 兼 職 の 状 況

所 有 す る
当 社
株 式 の 数

2
いわ した せつ お

岩 下 節 生
(昭和28年２月４日生)

昭和59年３月 当社入社

24,614株

平成４年８月 当社海外業務部北京事務所長兼上海事
務所長

平成７年９月 寧波愛発科真空技術有限公司董事総経理
平成10年７月 当社アジア本部中国総部長
平成18年３月 愛発科（中国）投資有限公司董事総経理
平成18年10月 愛発科商貿（上海）有限公司董事長

愛発科真空技術（蘇州）有限公司董事長
平成23年９月 当社取締役
平成24年７月 当社取締役執行役員
平成25年９月 当社常務執行役員
平成27年７月 当社専務執行役員

愛発科（中国）投資有限公司董事長
平成28年９月 当社取締役専務執行役員
平成29年７月 当社代表取締役執行役員社長（現任）
［取締役候補者とした理由］
岩下節生氏は、中国における事業を中心に経験と実績を重ねてまい
りました。また、当社及びグループ会社の経営者としてその企業価
値の向上に尽力してまいりましたことから、引き続き当社の経営に
貢献できるものと判断し、取締役候補者といたしました。

－ 42 －

第２号議案取締役８名選任の件



2017/08/29 17:25:35 / 17313869_株式会社アルバック_招集通知（Ｃ）

候補者
番　号

氏 名
（ 生  年  月  日 ）

略 歴 、 地 位 、 担 当 及 び
重 要 な 兼 職 の 状 況

所 有 す る
当 社
株 式 の 数

3
ぼう あき のり

坊 昭 範
(昭和28年12月９日生)

昭和52年４月 株式会社第一勧業銀行（現株式会社み
ずほ銀行）入行

300株

平成14年10月 株式会社みずほ銀行神田小川町支店長
平成17年１月 同行数寄屋橋支店長
平成17年２月 同行銀座支店長兼数寄屋橋支店長
平成17年４月 同行銀座支店長
平成18年３月 同行執行役員銀座支店長
平成19年４月 みずほ信託銀行株式会社常務執行役員
平成19年６月 同行常務取締役兼常務執行役員
平成22年４月 安藤建設株式会社（現株式会社安藤・

間）専務執行役員
平成22年６月 同社取締役専務執行役員
平成24年４月 同社取締役執行役員副社長
平成25年４月 当社専務執行役員
平成25年９月 当社取締役専務執行役員
平成27年７月 当社取締役執行役員副社長（現任）
（担当）
経理部・財務部・知財・法務部担当
［取締役候補者とした理由］
坊昭範氏は、金融機関で培われた幅広い知識に加え、経営者として
の豊富な経験を有しております。また、当社においても経営者とし
てその企業価値の向上に尽力してまいりましたことから、引き続き
当社の経営に貢献できるものと判断し、取締役候補者といたしまし
た。

－ 43 －

第２号議案取締役８名選任の件
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候補者
番　号

氏 名
（ 生  年  月  日 ）

略 歴 、 地 位 、 担 当 及 び
重 要 な 兼 職 の 状 況

所 有 す る
当 社
株 式 の 数

4
もと よし みつる

本 吉 光
(昭和32年１月１日生)

昭和55年４月 当社入社

8,700株

平成７年７月 当社超高真空事業部管理部長
平成９年１月 当社経営企画室専門室長
平成12年７月 当社経理部長
平成17年９月 当社取締役
平成24年７月 当社取締役執行役員
平成25年７月 ULVAC TAIWAN INC.董事長（現任）
平成26年７月 当社取締役常務執行役員
平成27年７月 当社取締役専務執行役員（現任）
平成28年７月 愛発科豪威光電薄膜科技（深圳）有限

公司董事長（現任）
平成29年７月 当社事業企画本部長（現任）

愛発科（中国）投資有限公司董事長（現任）
愛発科商貿（上海）有限公司董事長（現任）
愛発科真空技術（蘇州）有限公司董事長
（現任）
ULVAC SINGAPORE PTE LTD取締役
会長（現任）
ULVAC MALAYSIA SDN. BHD.取締役
会長（現任）

（担当）
事業企画統括、グローバル市場・技術戦略室・総務部担当
（重要な兼職の状況）
・ULVAC TAIWAN INC.　董事長
・愛発科豪威光電薄膜科技（深圳）有限公司　董事長
・愛発科（中国）投資有限公司　董事長
・愛発科商貿（上海）有限公司　董事長
・愛発科真空技術（蘇州）有限公司　董事長
・ULVAC SINGAPORE PTE LTD　取締役会長
・ULVAC MALAYSIA SDN. BHD.　取締役会長
［取締役候補者とした理由］
本吉光氏は、管理、経営企画、経理部門を中心に経験を重ね豊富な
知識を有しております。また、当社及びグループ会社の経営者とし
てその企業価値の向上に尽力してまいりましたことから、引き続き
当社の経営に貢献できるものと判断し、取締役候補者といたしまし
た。

－ 44 －

第２号議案取締役８名選任の件
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候補者
番　号

氏 名
（ 生  年  月  日 ）

略 歴 、 地 位 、 担 当 及 び
重 要 な 兼 職 の 状 況

所 有 す る
当 社
株 式 の 数

5
ふじ やま じゅん き

藤 山 潤 樹
(昭和28年12月５日生)

昭和55年４月 当社入社

13,700株

平成元年７月 当社ＩＭ事業部製造部検査課長
平成８年７月 当社第２半導体装置事業部第１技術部長
平成10年７月 当社第２半導体装置事業部長
平成17年９月 当社取締役
平成21年７月 当社半導体電子営業統括部長
平成24年７月 アルバックテクノ株式会社代表取締役

社長
平成27年７月 当社常務執行役員
平成28年７月 当社専務執行役員

当社第一営業本部長（現任）
平成28年９月 当社取締役専務執行役員（現任）

ULVAC KOREA, Ltd.代表理事社長
（現任）

（担当）
営業統括、電子機器事業部担当
（重要な兼職の状況）
・ULVAC KOREA, Ltd.　代表理事社長
［取締役候補者とした理由］
藤山潤樹氏は、半導体事業、営業部門を中心に経験と実績を重ねて
まいりました。また、当社及びグループ会社の経営者としてその企
業価値の向上に尽力してまいりましたことから、引き続き当社の経
営に貢献できるものと判断し、取締役候補者といたしました。

－ 45 －

第２号議案取締役８名選任の件
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候補者
番　号

氏 名
（ 生  年  月  日 ）

略 歴 、 地 位 、 担 当 及 び
重 要 な 兼 職 の 状 況

所 有 す る
当 社
株 式 の 数

6
み はやし あきら

御 林 彰
(昭和31年３月９日生)

昭和53年４月 日本生命保険相互会社入社

－

平成11年３月 同社太田支社長
平成13年３月 同社首都圏財務部長
平成14年３月 同社主計部長
平成17年７月 同社取締役営業企画部長兼営業勤労部

長兼拠点長業務改革室長
平成19年１月 同社取締役執行役員業務部長兼新活動

推進室長
平成19年３月 同社取締役執行役員業務部長兼審議役

（総合企画部）
平成20年３月 同社常務執行役員リスク管理統括部長
平成20年７月 同社取締役常務執行役員リスク管理統

括部長
平成21年４月 ニッセイ信用保証株式会社顧問
平成21年６月 同社代表取締役社長（現任）
平成22年６月 ライト工業株式会社社外監査役（現任）
平成26年９月 当社社外取締役（現任）

（重要な兼職の状況）
・ニッセイ信用保証株式会社　代表取締役社長
・ライト工業株式会社　社外監査役
［社外取締役候補者とした理由］
御林彰氏は、他社における経営者としての豊富な経験と高い見識を
有しており、幅広い見地から当社の経営全般に的確な助言をいただ
くとともに経営を適切に監督していただいております。引き続き当
社の社外取締役としての職務を適切に遂行していただけるものと判
断し、社外取締役候補者といたしました。

－ 46 －

第２号議案取締役８名選任の件
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候補者
番　号

氏 名
（ 生  年  月  日 ）

略 歴 、 地 位 、 担 当 及 び
重 要 な 兼 職 の 状 況

所 有 す る
当 社
株 式 の 数

7
うち だ のり お

内 田 憲 男
(昭和25年10月22日生)

昭和48年４月 東京光学機械株式会社（現株式会社ト
プコン）入社

－

昭和55年６月 トプコンシンガポール社ゼネラルマネ
ジャー

平成元年２月 トプコンオーストラリア社社長
平成６年10月 トプコンレーザーシステムズ社（現ト

プコンポジショニングシステムズ社）
上級副社長

平成11年７月 株式会社トプコンレーザーシステムズ
ジャパン社長

平成15年６月 株式会社トプコン執行役員
平成15年７月 株式会社トプコン販売社長
平成17年６月 株式会社トプコン取締役兼執行役員
平成19年６月 同社取締役兼常務執行役員
平成22年６月 同社取締役兼専務執行役員
平成23年６月 同社代表取締役社長
平成25年６月 同社相談役
平成27年６月 ナブテスコ株式会社社外取締役（現任）
平成27年９月 当社社外取締役（現任）
（重要な兼職の状況）
・ナブテスコ株式会社　社外取締役
［社外取締役候補者とした理由］
内田憲男氏は、他社における国内外の経営者としての豊富な経験と
高い見識を有しており、幅広い見地から当社の経営全般に的確な助
言をいただくとともに経営を適切に監督していただいております。
引き続き当社の社外取締役としての職務を適切に遂行していただけ
るものと判断し、社外取締役候補者といたしました。
また、同氏は、東京証券取引所の定める独立性判断基準を充足する
とともに、実質的な観点も加味して、当社との間に利害関係がなく、
一般株主との利益相反のおそれがないことから、当社は、同氏を独
立役員として東京証券取引所に届け出ております。
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候補者
番　号

氏 名
（ 生  年  月  日 ）

略 歴 、 地 位 、 担 当 及 び
重 要 な 兼 職 の 状 況

所 有 す る
当 社
株 式 の 数

8
いし だ こう ぞう

石 田 耕 三
(昭和19年11月４日生)

昭和45年３月 株式会社堀場製作所入社

300株

昭和57年６月 同社開発・営業本部製品１部長
昭和63年６月 同社取締役
平成３年６月 同社常務取締役
平成８年６月 同社専務取締役
平成14年６月 同社取締役副社長
平成17年６月 同社代表取締役副社長
平成23年３月 株式会社堀場エステック取締役相談役
平成26年３月 株式会社堀場製作所代表取締役副会長
平成28年３月 同社上席顧問（現任）
平成28年９月 当社社外取締役（現任）
平成29年３月 株式会社正興電機製作所社外取締役

（現任）
（重要な兼職の状況）
・株式会社堀場製作所　上席顧問
・株式会社正興電機製作所　社外取締役
［社外取締役候補者とした理由］
石田耕三氏は、他社における経営者としての豊富な経験と技術的な
専門知識を有しており、幅広い見地から当社の経営全般に的確な助
言をいただくとともに経営を適切に監督していただいております。
引き続き当社の社外取締役としての職務を適切に遂行していただけ
るものと判断し、社外取締役候補者といたしました。
また、同氏は、東京証券取引所の定める独立性判断基準を充足する
とともに、実質的な観点も加味して、当社との間に利害関係がなく、
一般株主との利益相反のおそれがないことから、当社は、同氏を独
立役員として東京証券取引所に届け出ております。

（注）１．各取締役候補者と当社との間に特別の利害関係はありません。
２．御林彰、内田憲男及び石田耕三の各氏は、社外取締役候補者であります。また、各氏は、現在、

当社の社外取締役でありますが、社外取締役としての在任期間は、本総会終結の時をもって御
林彰氏が３年、内田憲男氏が２年、石田耕三氏が１年となります。

３．当社は、御林彰、内田憲男及び石田耕三の各氏との間で会社法第427条第１項の規定に基づく
同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。本総会において各氏
が原案どおり選任されますと、当該損害賠償責任を限定する契約を継続する予定であります。
なお、当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令が規定する額としております。
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第３号議案　監査役１名選任の件
　監査役の大塚一実氏は、本総会終結の時をもって任期満了となりますので、監査役１名の選任を
お願いするものであります。

なお、本議案に関しましては、監査役会の同意を得ております。
監査役候補者は、次のとおりであります。

氏 名
（ 生  年  月  日 ）

略 歴 、 地 位 及 び
重 要 な 兼 職 の 状 況

所 有 す る
当 社
株 式 の 数

う つ の み や いさお

宇 都 宮 功
(昭和39年５月11日生)

平成９年４月 税理士登録

－

平成11年７月 宇都宮功税理士事務所開設
平成23年６月 東京税理士会京橋支部厚生部長
平成24年６月 税理士法人築地会計代表社員（現任）
平成25年６月 東京税理士会理事
平成27年６月 東京税理士会理事総務部副部長
平成29年６月 東京税理士会京橋支部総務部長（現任）
（重要な兼職の状況）
・税理士法人築地会計　代表社員
［社外監査役候補者とした理由］
宇都宮功氏は、これまで税理士として培ってきた専門的な知識や経
験を有しており、これらを当社の監査に活かしていただくため、社
外監査役候補者といたしました。
同氏は、直接会社経営に関与された経験はありませんが、上記の理
由により社外監査役としての職務を適切に遂行していただけるもの
と判断しております。
また、同氏は、東京証券取引所の定める独立性判断基準を充足する
とともに、実質的な観点も加味して、当社との間に利害関係がなく、
一般株主との利益相反のおそれがないことから、同氏が監査役に就
任した際には、当社は、同氏を独立役員として東京証券取引所に届
け出る予定であります。

（注）１．宇都宮功氏と当社との間に特別の利害関係はありません。
２．宇都宮功氏は、新任の社外監査役候補者であります。なお、同氏は、税理士の資格を有し

ており、財務及び会計に関する相当程度の知見を有しております。
３．当社は、宇都宮功氏が監査役に就任した際には、同氏との間で会社法第427条第１項の規

定に基づく同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結する予定であります。
なお、当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令が規定する額としております。
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第４号議案　補欠監査役１名選任の件
平成28年９月29日開催の第112回定時株主総会において補欠監査役に選任された野中孝男氏の

選任の効力は本総会開始の時までとされておりますので、法令に定める監査役の員数を欠くことに
なる場合に備え、改めて補欠監査役１名の選任をお願いするものであります。

なお、本議案に関しましては、監査役会の同意を得ております。
補欠の監査役候補者は、次のとおりであります。

氏 名
（ 生  年  月  日 ）

略 歴 、 地 位 及 び
重 要 な 兼 職 の 状 況

所 有 す る
当 社
株 式 の 数

の なか たか お

野 中 孝 男
(昭和24年１月29日生)

昭和46年４月 萬有製薬株式会社（現 MSD株式会
社）入社

－

昭和57年３月 税理士登録
昭和57年４月 野中孝男税理士事務所開設 所長（現任）
平成元年１月 株式会社メリエス代表取締役社長
平成３年３月 株式会社木梨電機製作所監査役（現任）
平成21年９月 当社社外監査役
平成23年６月 東京税理士会京橋支部相談役（現任）
平成24年５月 学校法人石田学園監事
平成25年５月 学校法人石田学園理事（現任）
平成25年10月 京橋税理士政治連盟相談役（現任）
平成27年６月 日本税理士共済会監事（現任）

平成29年２月
株式会社日税共済監査役（現任）
FITリーディンテックス株式会社監査
役（現任）

（重要な兼職の状況）
・野中孝男税理士事務所　所長
［補欠の社外監査役候補者とした理由］
野中孝男氏は、税理士としての豊富な実務経験に基づく見識や監査
役としての経験を有しており、これらを当社の監査に活かしていた
だくため、補欠の社外監査役候補者といたしました。
また、同氏は、東京証券取引所の定める独立性判断基準を充足する
とともに、実質的な観点も加味して、当社との間に利害関係がなく、
一般株主との利益相反のおそれがないことから、同氏が監査役に就
任した際には、当社は、同氏を独立役員として東京証券取引所に届
け出る予定であります。
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（注）１．補欠監査役候補者と当社との間に特別の利害関係はありません。
２．野中孝男氏は、補欠の社外監査役候補者であります。なお、同氏は、税理士の資格を有し

ており、財務及び会計に関する相当程度の知見を有しております。また、同氏は、過去に
当社の社外監査役であったことがあります。

３．当社は、野中孝男氏が社外監査役に就任した際には、同氏との間で会社法第427条第１項
の規定に基づく同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結する予定であり
ます。なお、当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令が規定する額としておりま
す。

以　上
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インターネット等による議決権行使のご案内

　インターネット等により議決権を行使される場合は、あらかじめ次の事項をご了承いただきますよう、
お願い申し上げます。

１．議決権行使ウェブサイトについて
　インターネットによる議決権行使は、当社の指定する以下の議決権行使ウェブサイトをご利用いただ
くことによってのみ可能です。
　議決権行使ウェブサイトアドレス　http://www.web54.net

２．議決権行使のお取扱いについて
⑴　インターネットにより議決権を行使される場合は、同封の議決権行使書用紙に表示された「議決権

行使コード」及び「パスワード」をご利用になり、画面の案内に従って賛否をご入力ください。
⑵　議決権の行使期限は、平成29年９月27日（水曜日）午後５時までとなっておりますので、お早めの

行使をお願いいたします。
⑶　議決権行使書面とインターネット等により、二重に議決権を行使された場合は、インターネット等

によるものを有効な議決権行使としてお取扱いいたします。また、インターネット等によって複数回
数議決権を行使された場合は、最後に行われたものを有効な議決権行使としてお取扱いいたします。

⑷　議決権行使ウェブサイトをご利用いただく際のプロバイダ及び通信事業者の料金（接続料金等）は、
株主様のご負担となります。

３．パスワード及び議決権行使コードのお取扱いについて
⑴　パスワードは、ご投票される方が株主様ご本人であることを確認するための重要な情報です。印鑑

や暗証番号同様、大切にお取扱いください。
⑵　パスワードは一定回数以上間違えると使用できなくなります。パスワードの再発行をご希望の場合

は、画面の案内に従ってお手続きください。
⑶　議決権行使書用紙に記載されている議決権行使コードは、本総会に限り有効です。

４．パソコン等の操作方法に関するお問い合わせ先について
⑴　本サイトでの議決権行使に関するパソコン等の操作方法がご不明な場合は、下記にお問い合わせく

ださい。
三井住友信託銀行　証券代行ウェブサポート　専用ダイヤル

［電話］0120 (652) 031　（受付時間　９：00～21：00）
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⑵　その他のご照会は、以下の問い合わせ先にお願いいたします。
①　証券会社に口座をお持ちの株主様

　証券会社に口座をお持ちの株主様は、お取引の証券会社あてお問い合わせください。
②　証券会社に口座のない株主様（特別口座をお持ちの株主様）

三井住友信託銀行　証券代行事務センター
［電話］0120 (782) 031　（受付時間　９：00～17：00　土日休日を除く）

５．議決権電子行使プラットフォームのご利用について（機関投資家の皆様へ）
　機関投資家の皆様に関しましては、本総会につき、株式会社ＩＣＪの運営する「議決権電子行使プラ
ットフォーム」から電磁的方法による議決権行使を行っていただくことも可能です。

以　上
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株主総会会場略図

神奈川県茅ヶ崎市萩園2500番地
当社　Ｃ棟２階会議室
電話　0467－89－2033
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株式会社アルバック株主総会会場
交通手段
ＪＲ東海道線茅ヶ崎駅北口下車
タクシーで約20分
神奈中バス
（寒川駅南口行：茅53・茅54系統）
｢アルバック前｣下車(所要時間約30分)
なお、当日は、茅ヶ崎駅北口より送迎バスを
運行いたします。
運行時間は、午前９時05分、９時10分、
９時20分です。

茅ヶ崎西インター

（ご案内）本総会終了後、株主の皆様との「株主懇談会」を開催いたしますので、
　　　　　ご都合の許す限りご参加賜りますようご案内申し上げます。

地図




